
工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

サン技術コンサルタント株式会社

図 示

　網　走　市　

補修一般図

境橋補修設計委託（繰越）

【境橋】

　補修一般図　

仮設計画

補修一覧
補修部位 補修工種・補修工法

RC床版

支承

下部工

モルタル打替え

ひびわれ注入

ひびわれ注入

　したものである。

注意事項

1.当該一般図は、既存資料及び簡易計測により復元

2.細部寸法などは想定箇所もあるため、使用の際は

　注意すること。

HWL 4.15

網走市字浦士別

Fix Mov

1000

8
0
0

1000

　側面図　 S=1:200

舗装 部分補修 片側交互通行

足場架設

支承

モルタル打替え

支承

モルタル打替え

下部工

ひびわれ注入
下部工

ひびわれ注入

小清水町

山里浜小清水線

桁　長 42760

支間長 42200

橋　長 43000

A-2A-1

―

―

伸縮装置 地覆部止水材取付

伸縮装置

地覆部止水材取付

伸縮装置

地覆部止水材取付

網走市字浦士別 小清水町

5300

3
0
0
0

3
0
0
0

　平面図　 S=1:200

床版

ひびわれ注入

支承

モルタル打替え

山里浜小清水線

総
幅

員
 
8
0
0
0

5
0
0

5
0
0
有

効
幅

員
 
7
0
0
0

桁　長 42760

支間長 42200

橋　長 43000

G3

G2

G1

伸縮装置

地覆部止水材取付

伸縮装置

地覆部止水材取付

伸縮装置

地覆部止水材取付

伸縮装置

地覆部止水材取付

舗装

部分補修

舗装

部分補修

断面修復 足場架設

断面修復

―

令和 6 年 7 月
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120 120

400 400
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コンクリート舗装 t= 50

500 500

200 300

2
0
0

2
3
0

2
1
0
0

3
5
0

2
6
8
0

3000 3000

下流側 上流側

鉄筋コンクリート床版t=200

2%

有効幅員 7000

　断面図　 S=1:50

床版

ひびわれ注入

支承

モルタル打替え

舗装

部分補修

総幅員 8000

G3G2G1

下部工

ひびわれ注入

伸縮装置

地覆部止水材取付

伸縮装置

地覆部止水材取付

断面修復



工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

サン技術コンサルタント株式会社

図 示

　床版補修図(1)　

境橋補修設計委託(繰越)
1.当該図面は、既存資料及び簡易計測により復元したものである。

2.細部寸法などは想定箇所もあるため、使用の際は注意すること。

　床版補修図(1)　

　平面図　

網走市字浦士別 小清水町

A-1 A-2

G1

G2

G3

床版02:床版ひびわれ d

ひびわれ注入工：No1. W=0.2 L=400

床版02:床版ひびわれ d

ひびわれ注入工：No2. W=0.2 L=200

床版03:床版ひびわれ d

ひびわれ注入工：No4. W=0.2 L=850

床版03:床版ひびわれ d

ひびわれ注入工：No3. W=0.2 L=650

注意事項
【境橋】

適用範囲：ひびわれ幅 W = 0.20㎜ 以上 1.00mm 未満

シール材

ひびわれ

@
2
0
0
程

度

ひびわれ注入工標準図 Non Scale
 ひびわれ注入工 施工手順 

清掃・片付け

入量の確認及び養生を行う。
注入は、0.4MPa以下の低圧で確実に注入するとともに、注

注　　入

清掃を行う。
ワイヤーブラシ、圧縮空気等によりひびわれ部及び周辺の

貼り付ける。
注入器具を20㎝間隔程度で接着剤を用いてひびわれ箇所に

注入器具・シール撤去

清　　掃

シール工

注入器具貼付

事前調査 ひびわれの状況を確認し、施工範囲を決定する。

の漏洩を防止する。
本設計ではエポキシ樹脂系を使用してシールを行い、材料

注入材硬化後、注入器具およびシール材を撤去する。

 ひびわれ注入工　数量表 

0.000002400.20 400

3 (個)(m )(mm)(mm) (mm)

低圧注入器具体積 V深さ h幅 b 長さ L

1

No

合　　計

2002

部　材

3

4

3

650

850

0.20

0.20

0.20

床版02

〃

〃

注入材

エポキシ樹脂
(土木補修用エポキシ樹脂注入材)

自動低圧

注入器具

自動低圧

注入器具

床版03

自動低圧注入工法

40

40

40

0.000001

0.000003

0.000003

0.000009

2

5

6

16

※低圧注入器具は、次式により算出する。

　個数 = L ( 長さ ) / 0.20 ( 器具間隔 @ 200mm 程度 ) + 1

　「土地改良工事数量算出要領(案)」令和3年度版 P15-2より

※体積については次式を用いる。　V = b × h × 1/2 × L

※ひび割れ深さは、鋼材の腐食に対するひび割れ幅の限界値として

　「コンクリート標準示方書」に示される推定値0.005c（c:ひび割れ幅）とする。

　（一般の環境、幅b/0.005=深さhとする）

3.ひびわれ注入工はひびわれ幅0.20mm以上を基本とする。

4.注入材はエポキシ樹脂とし、硬質系・低粘度を基本とする。

　ひびわれ幅0.20mm未満のひびわれに関しては経過観察とする。

S=1:100

ひびわれ注入工

令和 6 年 7 月
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　網　走　市　



既設との付着を得るための1層目及び各層間の施工は充分
注意して行う。

季節、天候を考慮して適切に実施する。
外気温が5℃以下になる場合は適切な養生を行う。

ロ－ラ－・刷毛・噴霧器等を使用して塗布する。

コンクリ－ト用カッタ－にてはつり対象面境界部を切断し
人力施工にてはつり除去する。

鉄筋等が露出し、腐食している場合には錆を落とし防錆材
を塗布する。

損傷の状況を確認し、施工範囲を決定する。事前調査

防錆処理工

プライマー塗布工

左官工

硬化養生

 清掃・片付け 

不健全断面の除去

　断面修復工標準図　S=non scale

左官工法

工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

サン技術コンサルタント株式会社

図 示

　床版補修図(2)　

境橋補修設計委託(繰越)

　床版補修図(2)　

　平面図　

網走市字浦士別 小清水町

A-1 A-2

G1

G2

G3

【境橋】

 断面修復工 施工手順  断面修復工　数量表 

S=1:100

床版01:うき･剥離･鉄筋露出 c

床版04:うき･剥離･鉄筋露出 c(鉄筋露出)

断面修復工

 注意事項 

1.当該図面は、既存資料及び簡易計測により復元したものである。

2.細部寸法などは想定箇所もあるため、使用の際は注意すること。

3.はつり作業は健全なコンクリートへの悪影響を避けるため慎重に行うこと。

4.鉄筋の錆除去は鉄筋の裏面も含め、確実に除去していることを確認すること。

5.修復材は各メーカーから数種類発売されているが、付着性がよいものを採用す

  ることとする。

6.断面修復部において 脆弱部がある場合、はつり取る等処理を行った後、断面

  修復を行うこと。

7.損傷サイズについては概数であり、現地確認の上、寸法等を決定すること。

30

10
mm

以
上

構造体表面

カッター目地等を入れる
フェザーエッジとならない
ようにする。

断面修復工(左官工法)
ポリマーセメントモルタル

T = はつり厚

T

プライマー塗布既設鉄筋
(防錆剤塗布)

損傷範囲：200×100 D=20
補修範囲：No1. 200×100 D=50

損傷範囲：200×150 D=20
補修範囲：No1. 200×150 D=50

令和 6 年 7 月
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体積 V
(m3)

摘　要
L1

(mm)
No

0.00250

L2
(mm)

t
(mm)

合　　計

※断面修復深さの最小値は、水切り部の鉄筋かぶりを確保するため、
　30mm増厚して50mmとしている。
※( )内の数値は、実測値である。

2

1 200 0.00150 床版04150 50(20)

200 0.00100 床版01100 50(20)

※防錆処理のため、既設鉄筋の裏側
が露出するまではつること。

　網　走　市　



工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

サン技術コンサルタント株式会社

図 示

　下部工補修図　

境橋補修設計委託(繰越)

　下部工補修図　

【境橋】

ひびわれ注入工標準図 Non Scale

 ひびわれ注入工　数量表 

0.000011500.25 1800

3 (個)(m )(mm)(mm) (mm)

低圧注入器具体積 V深さ h幅 b 長さ L

1

No

合　　計

17002

部　材

10

0.30

下部工01

下部工02

自動低圧注入工法

60 0.000015

0.000026

10

20

G1G2G3

浦士別川

G1 G2 G3

浦士別川

 ひびわれ注入工 施工手順 

下部工01:ひびわれ b

ひびわれ注入工：No1. W=0.25 L=1800

下部工02:ひびわれ d

ひびわれ注入工：No2. W=0.3 L=1700

1.当該図面は、既存資料及び簡易計測により復元したものである。

2.細部寸法などは想定箇所もあるため、使用の際は注意すること。

注意事項

3.ひびわれ注入工はひびわれ幅0.20mm以上を基本とする。

4.注入材はポリマーセメント系とし、硬質系・低粘度を基本とする。

　等を行い確実にひびわれ内部に注入されるように留意すること。

　ひびわれ幅0.20mm未満のひびわれに関しては経過観察とする。

　A1橋台　

　A2橋台　

※低圧注入器具は、次式により算出する。

　個数 = L ( 長さ ) / 0.20 ( 器具間隔 @ 200mm 程度 ) + 1

　「土地改良工事数量算出要領(案)」令和3年度版 P15-2より

※体積については次式を用いる。　V = b × h × 1/2 × L

※ひび割れ深さは、鋼材の腐食に対するひび割れ幅の限界値として

　「コンクリート標準示方書」に示される推定値0.005c（c:ひび割れ幅）とする。

　（一般の環境、幅b/0.005=深さhとする）

S=1:50

S=1:50

シール材

@
2
0
0
程

度

自動低圧

注入器具

清掃・片付け

入量の確認及び養生を行う。
注入は、0.4MPa以下の低圧で確実に注入するとともに、注

注　　入

清掃を行う。
ワイヤーブラシ、圧縮空気等によりひびわれ部及び周辺の

貼り付ける。
注入器具を20㎝間隔程度で接着剤を用いてひびわれ箇所に

注入器具・シール撤去

清　　掃

シール工

注入器具貼付

事前調査 ひびわれの状況を確認し、施工範囲を決定する。

料の漏洩を防止する。
本設計ではポリマーセメントを使用してシールを行い、材

注入材硬化後、注入器具およびシール材を撤去する。

適用範囲：ひびわれ幅 W = 0.20㎜ 以上 1.00mm 未満

ひびわれ注入材

ポリマーセメント系

自動低圧

注入器具

令和 6 年 7 月
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　網　走　市　



工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

サン技術コンサルタント株式会社

図 示

　支承補修図　

境橋補修設計委託(繰越)

　支承補修図　

【境橋】

 断 面 図  側 面 図 

 平 面 図  平 面 図 

 既設モルタル取壊し  モルタル打設工 

清掃・片付け

モルタル打設

鉄筋敷設

沓座面チッピング

事前調査

既設モルタル取壊し

 施工手順 

 断 面 図 

 沓座面チッピング  配 筋 図 

 側 面 図 

70 830 70

7
0

2
2
0

7
0

7070 460

220

70 70

7
0

1
0
0

1
0
0

100 100830

830

2
2
0

2
2
0

2
2
0

100 830 100

4
0

100 460 100

1
0
0

1
0
0

100 100830

2
2
0

2
2
0

2
2
0

 加工筋図 

100 100

3
0

100 100

本長さ(mm)径
D13 1880 12

単位質量(kg/m)
0.995

合計 

一本当たり(kg/本)
1.87

総質量(kg)
22.44

No

鉄筋表 (SD345 エポキシ樹脂塗装鉄筋)

1
22.44

12-D13×1880 1

エポキシ樹脂塗装鉄筋 

 ひびわれ防止鉄筋 
 D13(エポキシ樹脂塗装鉄筋) 

50 50 50 50 50 50 50 50

沓座面 5
0

2
0

4
0

3
0

 沓座面チッピング 

 既設モルタル取壊し 
 0.18 m2 

 既設モルタル取壊し 

 無収縮モルタル打設 
 A=0.43m2 

 無収縮モルタル打設 

7
0

沓座面

S=1:5
S=1:5

S=1:10S=1:10

6
6
0

970 1030

30

100

30 3030

100 100 100

　配置図　 S=1:300

注意事項

1.当該図面は、既存資料及び簡易計測により復元したものである。

2.細部寸法などは想定箇所もあるため、使用の際は注意すること。

3.地中部等の形状が不明な箇所は破線とする。

4.脆弱部は取り除くこと。

5.支承モルタル取壊しにあたり必要に応じてカッター切断を検討すること。

6.取壊し形状が図面によりがたい場合は監督員と協議すること。

7.支承モルタル取壊しおよび打替えは荷重の分散を考慮し、1箇所ずつ施工

9.ナットの緩みが確認された箇所は確実に増締めを行うこと。

  することが望ましい。

8.コンクリートの取壊しは鉄筋を損傷させないよう十分注意すること。

 沓座面チッピング
 A=0.43m2 

1030

スペーサー(無収縮モルタル)
※下面に隙間が生じないようにする

支承モルタル打設工 支承モルタル打設工

3
6
0

7
05
0

2
0 7
0

令和 6 年 7 月
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5
0

5
0

5
6
0

50 930 50

重ね継手長 390以上

660

5
6
0

既設モルタル取壊し 【電動ピック、エアピック等】

沓座面チッピング 【電動ピック、エアピック等】
t=30mm

無収縮モルタル打設

A1 A2

120 120

8
0
0
0

5
0
0

5
0
0

7
0
0
0

桁長 42760

橋長 43000

G3

G2

G1

　網　走　市　



工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

サン技術コンサルタント株式会社

図 示

　地覆部止水材取付図　

境橋補修設計委託(繰越)

　地覆部止水材取付図　

【境橋】

　平面図　 S=1:20

　断面図　 S=1:20

有効幅員 7000

総幅員 8000

主桁間隔 3000 主桁間隔 3000500 500500 500

地
覆

高
 
4
0
0

地
覆

高
 
4
0
0

200 400 200

800

400

2
0
0

800

400

2
0
0

200400200
L-75×75 t=6

L=400mm
L-75×75 t=6

L=400mm

伸縮継手清掃

伸縮継手清掃

L=400mm

注意事項

1.細部寸法などは想定箇所もあるため、使用の際は注意すること。

2.止水装置取付の際、伸縮装置内部の雨水受け(樋)と路面櫛型PL

　に堆積した土砂を除去、清掃すること。

3.オールアンカーはステンレス品とし、取付位置は、鉄筋探査に

有効幅員 7000500 500

総幅員 8000

オールアンカーM10×60オールアンカーM10×60

800
800

オールアンカーM10×60

L=800mm

オールアンカーM10×60

(とい内土砂)

(とい内土砂)
L=400mm

[-200×50×50 t=4.5

L=800mm
[-200×50×50 t=4.5

L=800mm

4.鋼材については、SS400,溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

　より干渉しないことを確認すること。

50 300 5050 300 50

50 300 50 50 300 50

L-75×75 t=6

[-200×50×50 t=4.5

L-75×75 t=6

[-200×50×50 t=4.5

L=800mm

令和 6 年 7 月
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500 500

主桁間隔 3000 主桁間隔 3000

5%程度5%程度

　側面図　 S=1:5

120

地
覆

高
 
4
0
0

[-200×50×50 t=4.5

L=800mm

L-75×75 t=6

L=400mm

下部工側 桁側

オールアンカーM10×60

伸縮継手清掃

(とい内土砂)

A1 A2

120 120

8
0
0
0

5
0
0

5
0
0

7
0
0
0

42760

43000

　配置図　 S=1:300

　網　走　市　



工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

サン技術コンサルタント株式会社

図 示

　舗装補修図　

境橋補修設計委託(繰越)

　舗装補修図　

【境橋】

網走市字浦士別 小清水町

山里浜小清水線

浦
士

別
川

舗装01:舗装の異常 d（ポットホール)

損傷範囲：250×600 D=60

舗装01:舗装の異常 d（ポットホール)

損傷範囲：150×350 D=50

舗装01:舗装の異常 d（ポットホール)

損傷範囲：100×200 D=30

A-1 A-2

L1 L5 L10 L15 L20 L22

R1 R5 R10 R15 R20 R22

舗装01:舗装の異常 d（ポットホール)

損傷範囲：150×250 D=30

補修範囲：No2. 1800×300 D=60

補修範囲：No1. 200×300 D=30

 舗装補修 施工手順 

清掃・片付け

補修材打設

脆弱部はつり

事前調査

　ものである。

注意事項

1.当該図は、既存資料及び簡易計測により復元した

2.細部寸法などは想定箇所もあるため、使用の際は

　注意すること。

　平面図　 S=1:100

(mm)(mm)
No

L1 L2

合　　計

舗装補修数量表

300200
3001800

部材

舗装01

(m3)
体積 v

(mm)
t

0.0018030
0.0324060
0.03420

2
1

構造体表面

舗装補修工

加熱型合材

t

t = はつり厚

脆弱部はつり

 舗装補修工標準図  S=non scale 

令和 6 年 7 月
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工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

サン技術コンサルタント株式会社

図 示

仮設工図(参考図)

境橋補修設計委託（繰越）

【境橋】

　仮設工図　

HWL 4.15

網走市字浦士別

網走市字浦士別 小清水町

Fix Mov

1000

8
0
0

1000

　側面図　 S=1:200

山里浜小清水線

小清水町

山里浜小清水線

総
幅

員
 
8
0
0
0

5
0
0

5
0
0
有

効
幅

員
 
7
0
0
0

桁　長 42760

支間長 42200

橋　長 43000

桁　長 42760

支間長 42200

橋　長 43000

G3

G2

G1

A-2A-1

　平面図　 S=1:200

　(参考図)　

注意事項

1.当該図面は、既存資料及び簡易計測により復元したものである。

2.細部寸法などは想定箇所もあるため、使用の際は注意すること。

3.当該図面は、参考図であるため施工時に現地条件を勘案し、決定

　すること。

タイプA 板張り防護
主体吊足場

タイプA 板張り防護
主体吊足場

56007500

ひびわれ注入工

断面修復工ひびわれ注入工

断面修復工

56007500

令和 6 年 7 月
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有効幅員 7000

　断面図　 S=1:50

総幅員 8000

G3G2G1

中段足場

吊チェーン

タイプA 板張り防護

タイプC

主体吊足場

8000

6
0
0

2
6
4
0

A=26.4m2
妻部

3400 34
00

SP=11
381.5

FH=7.
63

120 120

400 400

5000

8
0
0

浦
士

別
川

A1 A2

SP=11
338.5

FH=7.
63

120 120

400 400

2%

コンクリート舗装 t= 50

500 500

250 250

2
0
0

3000 3000

下流側 上流側

鉄筋コンクリート床版t=200

2%



工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

サン技術コンサルタント株式会社

図 示

　交通規制図(参考図)　

境橋補修設計委託(繰越)

　交通規制図　

【境橋】

網走市字浦士別 小清水町

山里浜小清水線

浦
士

別
川

A-1 A-2

　を勘案し、決定すること。

注意事項

1.当該図面は、参考図であるため施工時に現地条件

2.交通規制にあたり関係機関と協議を行うこと。

3.大型車両は迂回とすること。

　平面図　 S=1:200

総
幅

員
 
8
0
0
0

5
0
0

5
0
0
有

効
幅

員
 
7
0
0
0

桁　長 42760

橋　長 43000

　(参考図)　

行
徐お
願

い
し
ま

す

工
事

中
に

つ
き

徐行

なおしています
○○○○○○を

電話　○○-○○○○-○○○○
○○○○建設株式会社
電話　○○-○○○○-○○○○
網　走　市

施工者

発注者

橋梁保全工事

令和○年○月○日まで

時間帯　9:00～ 17:00

ご迷惑をおかけします

STOP
停
止

位
置

片
側

交
互

通
行

こ
の
先

メ

ー

ト
ル

100

片
側

交
互

通
行

こ
の
先

メ

ー

ト
ル

200

片
側

交
互

通
行

こ
の
先

メ

ー

ト
ル

300

工事名標示板規制標識 停止線標識
片側交互
通行標示板

1 2 3 4
片側交互
通行標示板

5
片側交互
通行標示板

6 誘導員誘

　保安設備　S=non scale

施工範囲 47400 10000

2
3

誘

2
3

4 5 6

誘

1

　舗装補修時　

セーフティーコーン

10000

1 4 5 6

令和 6 年 7 月
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120120

　断面図　S=1:50

4000
施工幅員
3500

100 400

3000
通行幅員

500

総 幅 員 8000

500 500

下流側 上流側


